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                                     様式３ 

論 文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （    杉野 光彩    ）  

論文題名 

Supramolecular Approach for Tuning Fluorescence Properties 

 of Bisaminophenylanthracene in Solid State 

（超分子的アプローチに基づく 

ビスアミノフェニルアントラセン結晶の発光特性変換） 

論文内容の要旨 

 

本博士論文は、分子集合状態と固体発光特性との相関を明らかにし、自在に発光特性をデザインする手法の創製を

目的として非共有結合によって様々な集合体を構築する手法を用いた。具体的にはビスアミノフェニルアントラセン

を発光分子として、第二成分を加えた有機結晶を設計し用いた。 

第二成分（有機溶媒分子・鉱酸・スルホン酸）は配列制御を担う部位として用い、発光部位と配列制御部位をそれ

ぞれ分担させた。これらは分子間で働く非共有結合に基づいて自己集合するため、第二成分を変化させるだけで様々

な分子配列が得られる。また、有機溶媒分子の多くは酸素原子を含むため、アミノ基との水素結合に伴い包接結晶を

形成すると考えられる。さらに、鉱酸およびスルホン酸は、アミノ基と電荷補助型の水素結合に伴う有機塩結晶を形

成する。したがって、ビスアミノフェニルアントラセンを用いることで、異種同士で形成する水素結合の強さの違い

を利用した分子集合体の設計も可能であり、単一分子では発揮できない多彩な固体発光特性の創出が期待できる。 

本研究では発光性有機分子と第二成分を用いて、同一の発光性有機分子から固体発光特性を静的および動的に変調

させることを達成した。その成果について以下に示す。 

 

諸言では、本研究の拝啓および目的、意義について述べた。 

第一章第一章第一章第一章では、1,8-ビス-4-アミノフェニルアントラセン（1,8-BAPA）のゲスト依存的な発光強度について述べた。

1,8-BAPAは両親媒性の包接空間を構築することで様々なゲストを取り込むことが可能であり、非常に高い包接能を有

することを明らかにした。また、ホスト— ゲスト相互作用の強さやゲストの充填率の違いを認識して発光強度を変化

させていることを示した。 

第二章第二章第二章第二章では、9,10-ビス-4-アミノフェニルアントラセン（9,10-BAPA）と溶媒分子からなる包接結晶が、脱離吸着に

より動的な発光変換を示すことについて述べた。9,10-BAPAはゲストに応じて取り込む層を変化させる柔軟なホストフ

レームワークを持ち、発光色調と発光強度を可逆的に変化させていることを示した。 

第三章第三章第三章第三章では、9,10-BAPAと鉱酸からなる塩を作成し、エキシマー発光に適したアントラセン配列について述べた。

9,10-BAPAは立体障害により通常ではアントラセン部位同士の近接が困難な分子であり、単体では青色の発光を示す。

鉱酸同士の強固な水素結合を用いて9,10-BAPA間を引き寄せることで青緑色のエキシマー発光を示した。 

第四章第四章第四章第四章では、9,10-BAPAと次亜リン酸からなる塩が、第三章の結果よりもさらに近接効果を示すことについて述べた。

9,10-BAPAは次亜リン酸との強固な水素結合を形成することで強く引き寄せられ、黄色の発光を示した。さらに水に応

答して動的に発光が青緑色へ変化したことから、水分子が発光部位の近接化を緩和していることを示した。 

第五章第五章第五章第五章では、1,5-ビス-4-アミノフェニルアントラセン（1,5-BAPA）と鉱酸やスルホン酸からなる塩について述べた。

1,5-BAPAは結晶状態になると、アントラセン部位がπ– π相互作用を形成するため消光する。これに対して、鉱酸や

スルホン酸を用いることでπ– π相互作用が緩和され蛍光性が回復するだけでなく、緑色から赤色の幅広い発光変調

を示した。さらに、化学刺激による動的な発光挙動も見られたことから、機能性材料としての可能性を示した。 

総括では、本研究によって得られた成果を要約し、本論文の結論とした。 

 

 

 

 

 

 

 






